
 

 

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年

1 土 高南中運動会

2 日

3 月 避難訓練　委員会　読書月間（1～30日）音楽教室保護者会　SC 朝会 5 5 5 5 6 6

4 火 特時６　見守り　たてわり班長会 安全指導 5 5 6 6 6 6

5 水 午前授業　水泳指導開始  長縄記録会　　ICT　SC 集会（集会委員） 4 4 4 4 4 4 春花壇の植え付け（PTA)

6 木 歯科検診（全）　小中合同あいさつ運動　SC 読書 5 5 6 6 6 6

7 金 社会科見学（４）　小中合同あいさつ運動 算数 5 5 5 6 6 6

8 土 特時５　たてわり班遊び　お弁当給食 国語 5 5 5 5 5 5

9 日

10 月 振替休業日

11 火 区意識・実態調査（５）　ICT 国語 5 5 6 6 6 6

12 水 4時間授業（3－2研究授業5時間）SC　ICT 算数 4 4 4 4 4 4

13 木 区意識・実態調査（２）お話パラシュート＆ロケット　SC　ICT 読書 5 5 6 6 6 6

14 金 前日検診（６） 算数 5 5 5 6 6 6

15 土

16 日

17 月 白樺湖移動教室（６）始　区意識・実態調査（４）ICT 朝会 5 5 5 5 5 6

18 火 音楽鑑賞教室（５）オンライン　区意識・実態調査（３）ICT 国語 5 5 6 6 6 6

19 水 白樺湖移動教室（６）終　自転車安全教室（４）SC 清掃（２・５）算数 5 5 5 5 5 6

20 木 体力調査終　SC 読書 5 5 6 6 6 6

21 金 区意識・実態調査（６）　かがやき　ICT 算数 5 5 5 6 6 6

22 土

23 日

24 月 クラブ　ICT 朝会 5 5 5 6 6 6

25 火 生活科見学（１） 国語 5 5 6 6 6 6

26 水 避難訓練（小中合同引き渡し）SC　ICT 集会（飼育栽培） 5 5 5 5 5 5

27 木 高南中体験授業・学校見学（６）　杉十漢字検定　ICT 読書 5 5 6 6 6 6

28 金 保護者会（４～６）　たてわり班長会　定期健康診断終 算数 5 5 5 5 5 5

29 土

30 日

1 月 女子美見学（６）　委員会 朝会 5 5 5 5 6 6

2 火 こころの劇場（６）　保護者会（1～３）見守り 安全指導 4 4 5 6 6 6

3 水 SC 集会（七夕） 5 5 5 5 5 5

4 木 避難訓練　SC 清掃（１・６）読書 5 5 6 6 6 6

5 金 算数 5 5 5 6 6 6
ＳＣ…スクールカウンセラー　SST…ソーシャルスキルトレーニング　ICT…ＩＣＴ支援員

6

６月行事予定

月 日 曜 学校行事 朝の時間
学年授業時数

ことば・ＰＴＡ

 

 

 

 

 

 

 

６月の生活目標 ～健康に気をつけよう～ 

６月は梅雨の季節です。湿度が高くなり、過ごしにくい季節です。湿度・気温に合わせた過ごし方

の工夫が大切です。また、雨の日の休み時間は、校舎内で安全に楽しく過ごす工夫が必要になります。 

重点目標･･･雨の日にあった生活を考え、衛生や健康に気を付けよう 

○室内遊びを工夫する。  ○ロッカーや机の中など身の回りの整理整頓をする。 

○手洗いをしっかりする。 ○汗ふきタオルやハンカチを身に付け、汗をこまめにふきとる。 



 

 

 

 

 

 

 

 

「いのち」について考える     校長  塩練 裕子 

 

杉並区では、５・６月、９・１０月を「い

のちの教育月間」と定めています。杉並第十

小学校では、５月に道徳授業地区公開講座を

行い、「いのち」や「いじめ」などについて考

える道徳の授業を行いました。そして、６月

は特に安全についての取組を重視しています。

それは、過去に、児童が亡くなる事故があっ

たためです。必ず全校朝会で「いのち」に関

わる話をして、安全について考え、一人一人

がどのように行動したらよいか振り返るよう

にさせています。 

今回は、長生きをされた、聖路加国際病院

理事長であった日野原重明先生が小学校を訪

れと行っていた「命」の授業についての言葉

を紹介します。 

「心臓は確かに大切な臓器だけれども、こ

れは頭や手足に血液を送るポンプであり、命

ではない。命とは感じるもので、目には見え

ないんだ。君たちね。目には見えないけれど

も大切なものを考えてごらん。空気見える

の？酸素は？風が見えるの？でもその空気が

あるから僕たちは生きている。このように本

当に大切なものは目には見えないんだよ。命

はなぜ見えないのか。それは命とは君たちが

もっている時間だからなんだよ。死んでしま

ったら自分で使える時間も無くなってしまう。

どうか一度しかない自分の時間、命をどのよ

うに使うかしっかり考えながら生きてほしい。

さらに言えば、その命を今度は自分以外の何

かのために使うことを学んでほしい。」とおっ

しゃっています。 

『星の王子さま』の本の中にも同じような

言葉があります。「とても簡単なことだ。もの

ごとはね、心で見なくてはよく見えない。い

ちばんたいせつなことは、目に見えない。」こ

れは、キツネが王子さまに言った言葉です。

王子さまはバラに振り回されていましたが、

そのバラが王子さまにとってかけがえのない

バラだったことに気付くのです。目には見え

なくてもそこに「絆」や「愛情」があり、王

子さまがバラに費やした「時間」があったの

です。例えば、家族や友達などを大切にする

思いや愛情は目には見えませんが、そこには

「絆」や「愛」、共有した「時間」がある。目

には見えないけれど、それが共間大切なこと

だということです。 

命を大切にするには、自分の存在を価値あ

るものとして認めることができなければ、生

きていることの素晴らしさは感じられません。

ですから、存在を認めてくれる他者が身近に

いることが大切なのです。「やった！分かっ

た！」という達成感や最後までやり遂げた成

就感は、「自分もやればできるんだ」という自

己有用感を高めます。 

ゲームなどでリセットできるものとは違い、

一人一人の命は一つしかない大切なものです。

自分の「いのち」はもちろん、他者の「いの

ち」も大切に思える人に育ってほしいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校便り                         “かがやきの学校”          

６月号 

令和６年５月３１日 

http://www.suginami-school.ed.jp/sugi10shou/        杉並区立杉並第十小学校 

 

 

            http：//www.suginami10el.sakura.ne.jp 

 

 

水筒の扱いについて 

先日お知らせしましたように、暑い日も多くな

ることから、ご家庭でご相談いただき、水筒を持

参ください。学校の水道の水や冷水器の水は飲み

水として適しておりますので、それを飲むことも

大丈夫です。 

体育等の授業においては適宜水分補給を行い

ながら学習を進めます。水筒の扱いにつきまして

は、保管はランドセルの中にして、他の人が触れ

ることのないように配慮します。 

 その他、気になることがありましたらお問い合

わせください。 

http://www.suginami-school.ed.jp/sugi10shou/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

５月１８日(土)道徳授業地区公開講座 

                 道徳教育担当    

５月１８日の土曜授業では、５・６月が「いのちの教育月間」であることから、全学年で「いのち・いじめ」につ

いて考える道徳の学習を行いました。授業では、改めて命の尊さを感じたり、いじめをなくし、友達を大切にするた

めにはどうしたらよいかを考えたりしました。普段の言葉遣いや自分の言ったことが相手にどのように伝わるかなど

を振り返るとともに、どのように相手を思いやる行動を取るのか考える機会になったのではないかと思います。考え

たことを授業で終わりにするのではなく、日々の生活に生かしていけるように励ましていきます。また、学校全体と

して、いじめを「しない・させない・許さない」意識をもって取り組んでいきます。 

 

杉十フレンズ 

杉十フレンズ事務局長（学校地域コーディネーター）  

 「杉十フレンズ」は杉十小の学校支援本部の正式名称です。学校支援本部は、学校・保護者・地域が連携して児童

のよりよい学習環境づくりのために、有志の地域住民が活動している団体です。区教育委員会認定の「学校地域コー

ディネーター」が先生方の要望をうかがい、ボランティアをマッチングし、配置します。 

主な活動は、「①普段の授業やかがやきの時間、体力計測等の支援」「②お話パラシュート、お話ロケットでの読み

聞かせや図書環境の整備」「③登下校時の見守りや校内の安全ついての取り組み」「④生活科・社会科見学や移動教室

等のサポート」「⑤震災救援所や青少年育成委員会などの地域活動」「⑥漢検協会準会場として漢字検定の実施」「⑦自

主企画イベントの実施やベルマーク収集」などです。 

杉十フレンズは、一緒によい汗をかきながら杉十小の児童を支えてくださる方々の輪を広げて１４年目です。卒業

生（学生・生徒を含む）１０代から８０代まで幅広い世代がそれぞれの持ち味を生かして活動をしています。ボラン

ティアの方々は、すべての児童を「地域の子」として応援する気持ちで、児童のみなさんとのご縁を大切に育んでい

ます。多くの皆様のご理解とご協力をよろしくお願いします。 

安全指導・避難訓練 
             
             
     

生活指導担当             

取り組み１：安全指導 

本校では、毎月初めに「安全指導日」を設け、年間指導計画に基づき生活安全や交通安全について各学
級で指導をしています。４・５月は、次のような内容や校外学習時の安全について指導をしました。 

低学年 通学路の歩行と横断で気を付けるところ。 

中学年 交通事故が起こりやすい場所を知り、工事などの道路条件の変化によって起こる危険を知る。 

高学年 通学路における道路条件や交通環境の変化に応じた安全な行動の仕方を知る。 

 

取り組み２：小中合同引き渡し訓練 

６月２６日（水）に小中引き渡し訓練を行う予定です。この訓練は、児童の安全確保と保護者への確実な引

き渡しをできるようにしていくためのものです。たくさんの保護者の皆様にご参加いただき、緊急時の引き取

りの方法について改めて確認をする機会にしていきたいと考えています。ご多用とは存じますが、ご協力よろ

しくお願いいたします。 

取り組み３：避難訓練 

月に１度行われる避難訓練は、地震、火災、不審者侵入に対応する力を育てることを目的としています。「お

（おさない）か（かけない）し（しゃべらない）も（もどらない）」のルールを基本として、緊急時に守るべき

ことを丁寧に確認し、実践していく中で、児童一人一人が自らの安全について判断し、実践できるように取り

組んでいきます。 



 

 

みなさんは、本が好きですか？ 

私は、読書が大好きです！旅行に行くには時間も

お金もかかりますが、本は３分でいろいろな場所に

行くことができます。過去にも未来にも行けます。

ハラハラどきどきする舞台にも行けますし、わくわ

くする夢の中にも入ることができます。 

図鑑や科学読み物などは、みんなに楽しくて新鮮

な知識をたくさん与えてくれます。 

そう考えると、本って、素晴らしいですよね！ 

どうですか？みなさん、本が読みたくなってきた

のではないですか？ 

６月１日から６月３０日まで 

の１ヵ月間は、読書月間です。 

図書委員がおすすめの本を紹介 

してくれているので、みなさん 

是非図書室に来てくださいね。 

みなさんが１冊でも多くすてきな 

本と出会えますように！ 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

読書月間 
 

図書担当  
 

 

６月から水泳指導を行います。 

今年度は、６月１１日(火)～７月１８日(木)に実施

をします。児童の健康と安全を第一に考え、実施し

ます。 

詳しくは、「令和６年度水泳指導の実施について」

をご覧ください。各学年によって実施日が異なりま

すので、ご確認ください。また、水泳カードの検温

や押印(サイン)、持ち物など、ご協力よろしくお願い

します。 

教職員一同、実技研修等を行い安全な水泳指導と

なるようにしていきます。 

 

 

水泳指導 
 

水泳担当  
  

 

３年生 社会科見学「郷土博物館・井の頭自然文化園」  ３年担任     

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ５月２１日（火）に、３年生は社会科見学で午前は郷土博物館へ、午後は井の頭自然文化園へ行きました。郷土博物

館では、２３０年前の古民家の見学や石臼引き体験をしたり、杉並区の土地の様子や昔の様子について、クイズ形式で

学習したりしました。囲炉裏の火を消す時には、炭を壺に入れて空気にふれないようにする様子や、火力を強くする時

には竹筒で空気を炭に送り込む様子を、実際に見せていただいた時には、「そういう方法があるとは知らなかった。」「火

力がすごい。」などと、驚きの声が挙がりました。井の頭自然文化園では、グループごとに様々な動物を見てきました。

リス園の中では、「ルウがいたよ。」「ノノンも一緒にいたから、二人ですてきな景色を探しに行ったんだよ。」などと、

国語「春風をたどって」の物語の世界とつなげながら見学をする姿が見られ、心が温かくなりました。地図などを使っ

て社会科の学習で学んできた杉並区の様子をバスの中から実際に見ることができ、道中でも学びの多い社会科見学とな

りました。 


